
術前

1日前 1日後 2日後 3日後 4日後 5日後

手術前日 手術当日（術前） 手術当日（術後） 術後１日目 術後2日目 術後3日目 術後4日目 術後5日目

アウトカム

体温や血圧を測定しま
す（1日2回
）

水分は6時までお摂りい
ただけま
す

水分は6時までお摂りい
ただけま
す

体温や血圧を測定しま
す（1日3回
）

体温や血圧を測定しま
す（1日3回
）

体温や血圧を測定しま
す（1日2回
）

体温や血圧を測定しま
す（1日2回
）

体温や血圧を測定しま
す（1日2回
）

シャワーまたは入浴を
行って頂き
ます

水分は朝10時までお摂
り頂けます

水分は朝10時までお摂
り頂けます

歩行の練習を行いま
す。

歩行の練習を行いま
す。

歩行の練習を行いま
す。

歩行の練習を行いま
す。

歩行の練習を行いま
す。

院内の移動に制限はあ
りません

院内の移動に制限はあ
りません

歩行ができれば、尿道
バルーンを
抜去します

歩行ができ、問題なけ
ればシャワ
ーが浴びられます

歩行ができ、問題なけ
ればシャワ
ーが浴びられます

歩行ができ、問題なけ
ればシャワ
ーが浴びられます

歩行ができ、問題なけ
ればシャワ
ーが浴びられます

中止指示がある薬を飲
んでいない
か確認します

弾性ストッキングを着
用して頂き
ます

弾性ストッキングを着
用して頂き
ます

弾性ストッキングを着
用して頂き
ます

ベッド上で楽な体勢に
なって頂き
ます

必要なものから持参薬
の内服を再
開します

歩行ができれば、院内
の移動は制
限ありません

手術室で尿道バルーン
を挿入しま
す

尿量測定を行います 尿量測定を行います

帰室後モニターを装着
します
翌日問題なければはず
酸素投与します。
手術翌日、回診後中止
します

酸素投与します。
手術翌日、回診後中止
します

深部静脈血栓症の予防
を行います

検体検査
血液検査を行います。 血液検査 血液検査

画像検査
術後レントゲン撮影 レントゲン撮影を行い

ます。
レントゲン撮影 レントゲン撮影

生理検査

その他

内服
夜に下剤を内服しま
す。

腸を動かすお薬を内服
して頂きま
す

外用

術前に点滴を行います 点滴2本 点滴4本 点滴2本 点滴1本

抗生剤の点滴を行いま
す

治療

処置
腹部の除毛（必要な場
合）と臍を
きれいにします

手術
手術を行います

リハビリ
リハビリを術前から行
います

食事

昼食以後、食物は摂ら
ないでくだ
さい。

水分は指示の時刻まで
飲めます

絶飲食 問題なければ、飲水し
て頂きます

問題がなければ食事
（五分粥）を
開始します

軟菜食（全粥）になり
ます

並食になります

カルテ

医師

同意書を提出していた
だきます

弾性ストッキングをはきます
アクセサリー類・入れ歯・コンタク
ト

入院時オリエンテーションを行いま
す
術前オリエンテーションを行います
弾性ストッキングの測定をします
術後に使用する物品の確認をします

ギ
薬剤師

持参薬の内服につき薬
剤師から説
明があります

その他
栄養士から術後の食事
についてお
話があります

肺エア入り
腹鳴
腹痛
嘔気

肺エア入り
腹鳴
腹痛
嘔気

肺エア入り
腹鳴
腹痛
嘔気

肺エア入り
腹鳴
腹痛
嘔気

肺エア入り
腹鳴
腹痛
嘔気

肺エア入り
腹鳴
腹痛
嘔気

肺エア入り
腹鳴
腹痛
嘔気

肺エア入り
腹鳴
腹痛
嘔気

出血(創部)
疼痛
発赤
嘔吐
排ガス

出血(創部)
疼痛
発赤
嘔吐
排ガス

出血(創部)
疼痛
発赤
嘔吐
排ガス

出血(創部)
疼痛
発赤
嘔吐
排ガス

出血(創部)
疼痛
発赤
嘔吐
排ガス

出血(創部)
疼痛
発赤
嘔吐
排ガス

創部点検 午前中に医師が創部の
点検をしま
す

午前中に医師が創部の
点検をしま
す

午前中に医師が創部の
点検をしま
す

午前中に医師が創部の
点検をしま
す

午前中に医師が創部の
点検をしま
す

痛みの程度を10段階で
評価します

痛みの程度を10段階で
評価します

痛みの程度を10段階で
評価します

痛みの程度を10段階で
評価します

痛みの程度を10段階で
評価します

痛みの程度を10段階で
評価します

モニター

活動

シーツ交換を水曜にします。 シーツ交換を水曜にし
ます

シーツ交換を水曜にし
ます

シーツ交換を水曜にし
ます

シーツ交換を水曜にし
ます

シーツ交換を水曜にし
ます

シーツ交換を水曜にし
ます

シーツ交換を水曜にし
ます

排泄 おしっこの管が入ってます おしっこの管を抜きます

実施事項

看護記録(熱
型表)

転倒転落

NST

褥瘡

インシデント

文書
入院診療計画書に署名
をお願いし
ます

その他

検査

処方

注射薬

治療

指導・説明

基準日

観察

観察

看護師

観察

清潔

医師指示

ステップ名称 手術日 術後1-2日目 術後3-5日目



6日後 7日後 8日後 9日後 10日後 11日後

術後6日目 術後7日目 術後8日目 術後9日目 術後10日目 術後11日目

体温や血圧を測定しま
す（1日2回
）

体温や血圧を測定しま
す（1日2回
）

体温や血圧を測定しま
す（1日2回
）

体温や血圧を測定しま
す（1日2回
）

体温や血圧を測定しま
す（1日2回
）

体温や血圧を測定しま
す（1日2回
）

歩行の練習を行いま
す。

歩行の練習を行いま
す。

歩行の練習を行いま
す。

歩行の練習を行いま
す。

歩行の練習を行いま
す。

歩行の練習を行いま
す。

歩行ができ、問題なけ
ればシャワ
ーが浴びられます

歩行ができ、問題なけ
ればシャワ
ーが浴びられます

歩行ができ、問題なけ
ればシャワ
ーが浴びられます

歩行ができ、問題なけ
ればシャワ
ーが浴びられます

歩行ができ、問題なけ
ればシャワ
ーが浴びられます

歩行ができ、問題なけ
ればシャワ
ーが浴びられます

この時期に退院日の調整をします

退院後の説明を行います

薬剤師から術後開始さ
れた薬の説
明があります

肺エア入り
腹鳴
腹痛
嘔気

肺エア入り
腹鳴
腹痛
嘔気

肺エア入り
腹鳴
腹痛
嘔気

肺エア入り
腹鳴
腹痛
嘔気

肺エア入り
腹鳴
腹痛
嘔気

肺エア入り
腹鳴
腹痛
嘔気

出血(創部)
疼痛
発赤
嘔吐
排ガス

出血(創部)
疼痛
発赤
嘔吐
排ガス

出血(創部)
疼痛
発赤
嘔吐
排ガス

出血(創部)
疼痛
発赤
嘔吐
排ガス

出血(創部)
疼痛
発赤
嘔吐
排ガス

出血(創部)
疼痛
発赤
嘔吐
排ガス

午前中に医師が創部の
点検をしま
す

午前中に医師が創部の
点検をしま
す

午前中に医師が創部の
点検をしま
す

午前中に医師が創部の
点検をしま
す

午前中に医師が創部の
点検をしま
す

午前中に医師が創部の
点検をしま
す

痛みの程度を10段階で
評価します

痛みの程度を10段階で
評価します

痛みの程度を10段階で
評価します

痛みの程度を10段階で
評価します

痛みの程度を10段階で
評価します

痛みの程度を10段階で
評価します

シーツ交換を水曜にし
ます

シーツ交換を水曜にし
ます

シーツ交換を水曜にし
ます

シーツ交換を水曜にし
ます

シーツ交換を水曜にし
ます

シーツ交換を水曜にし
ます

術後6日目-退院
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